
 

四大公害病資料館の語り部による伝承会を開催します。 

 

９月２６日（土）午後１時３０分から資料館２階交流学習ルームで、四大公害病 

資料館の語り部が一同に会する『語り部による伝承会』を開催します。 

 

伝承会では、水俣市立水俣病資料館、新潟県立環境と人間のふれあい館、四日市 

公害と環境未来館、イタイイタイ病資料館で活躍される語り部に、それぞれが経験 

された公害について語っていただきます。 

 

また、意見交換会では、『公害の教訓を未来に繋ぐ』をテーマに、公害の被害や克

服に向けた取り組みをどのように後世に伝えていくかその課題と方策について四大

公害病資料館の語り部と共に考えます。 

 

四大公害病資料館の語り部講話を一度に聴講できる貴重な機会です。事前申込は、

不要で、参加料も無料です。皆様是非ご参加ください。 

詳細は、資料館ホームページをご覧ください。 

 

「資料館ホームページ」（URL http://itaiitai-dis.jp ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

http://itaiitai-dis.jp/


        

望月義夫環境相が来館されました。 

 

８月１２日（水）、イタイイタイ病資料館に望月義夫環境相が来館されました。 

これは、来年５月の主要国首脳会議(伊勢志摩サミット)に先立ち、同月１５日、 

１６日に環境相会合が富山市で開催されることに伴うもので、今回は事前視察と 

して来館されました。 

 

望月環境相は、資料館エントランスで石井知事や鏡森館長、イタイイタイ病対策 

協議会の髙木会長の出迎えを受けた後、鏡森館長の案内で資料館の展示室を見学さ 

れました。 

展示室の見学では、石井知事や髙木イタイイタイ病対策協議会会長にも説明に加 

わっていただき、望月環境相もその説明に真剣に耳を傾けておられました。健常者 

と骨粗しょう症患者の骨の模型を持ち比べるコーナーでは、大臣が実際に骨の模型 

を手に取って体験され、骨の重さの違いに驚いておられたのが印象的でした。 

 

 見学を終えて望月環境相は、「イタイイタイ病を後世に語り継いでいく事が大切 

である。イタイイタイ病という不幸を乗り越えてきた取り組みを是非各国の環境相 

にも知ってもらいたい。」とコメントされました。短時間の見学ではありましたが、

イタイイタイ病の教訓を次世代に受け継いでいく事の大切さ、そして公害の克服に 

向けた取り組みについて十分に理解を深めていただきました。 

 

 

 

 

 

 


